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は
じ
め
に

「
軍
師
」
と
い
う
と
、
私
の
年
代
だ
と
、
黒
田
官
兵
衛
、
竹
中
半
兵
衛
、
山
本
勘
助
、
諸
葛
孔
明
な
ど
が

浮
か
ん
で
く
る
。

歴
史
小
説
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
、
あ
る
い
は
、
様
々
な
テ
レ
ビ
番
組
や
映
画
な
ど
の
影
響
で
あ
ろ

う
か
。
主
君
、
ト
ッ
プ
を
参
謀
、
Ｎ
ｏ
・
２
、
補
佐
役
と
し
て
支
え
、
す
な
わ
ち
、
戦
略
・
戦
術
に
長
け
、

調
略
・
謀
略
な
ど
の
「
智
」
を
も
っ
て
、
政
治
や
戦
い
を
制
す
る
の
が
軍
師
だ
。

戦
国
時
代
に
は
彼
ら
以
外
に
も
数
多
く
の
軍
師
が
様
々
な
形
で
活
躍
し
た
。
前
著
で
は
、
そ
の
中
の
代

表
的
な
十
人
を
選
ん
で
、
軍
師
の
「
戦
略
」
と
い
う
観
点
を
根
底
に
置
き
な
が
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
た
。

「
戦
い
」
の
戦
略
の
み
な
ら
ず
、
人
生
の
「
戦
略
」、
生
き
方
の
「
戦
略
」
に
も
言
及
し
て
い
る
。
増
補
改

訂
版
で
は
、
新
た
に
豊
臣
秀
長
、
藤
堂
高
虎
、
鍋
島
直
茂
の
三
人
を
追
加
さ
せ
て
頂
い
た
。

戦
国
時
代
の
よ
う
に
組
織
を
巡
る
環
境
が
流
動
的
な
と
き
は
、
情
勢
を
的
確
に
分
析
し
て
戦
略
を
練
る

軍
師
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
は
ず
だ
。
そ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
や
ビ
ジ
ネ
ス
戦
争
に
直
面
し
て
い
る
現

在
の
日
本
企
業
に
も
当
て
は
ま
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
さ
に
時
代
は
乱
世
で
あ
る
。

他
方
、
現
代
の
軍
師
と
い
う
こ
と
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
ホ
ン
ダ
の
創
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業
者
・
本
田
宗
一
郎
に
対
す
る
藤
沢
武
夫
、
ソ
ニ
ー
の
創
業
者
の
井
深
大
に
対
す
る
盛
田
昭
夫
で
あ
ろ
う

か
。
海
外
で
い
え
ば
、
た
と
え
ば
、
バ
ー
ク
シ
ャ
ー
・
ハ
サ
ウ
ェ
イ
の
投
資
の
神
様
と
い
わ
れ
る
ウ
ォ
ー

レ
ン
・
バ
フ
ェ
ッ
ト
に
対
す
る
チ
ャ
ー
リ
ー
・
マ
ン
ガ
ー
な
ど
も
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。

藤
沢
武
夫
は
引
退
す
る
ま
で
副
社
長
と
し
て
本
田
宗
一
郎
を
支
え
た
名
補
佐
役
で
あ
る
。
ま
た
、
盛
田

昭
夫
も
長
く
井
深
を
支
え
、
副
社
長
を
務
め
、
そ
の
後
、
社
長
、
会
長
を
務
め
た
。
藤
沢
や
盛
田
の
活
躍

を
み
る
と
、
い
わ
ば
、
智
勇
兼
備
の
軍
師
で
あ
り
、
稀
代
の
戦
国
武
将
と
い
え
よ
う
か
。

ト
ッ
プ
が
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
だ
が
、
良
き
Ｎ
ｏ
・
２
を
持
っ
た
こ
と
が
成
長
、
成

功
の
原
動
力
で
あ
っ
た
ろ
う
。
大
き
く
成
長
す
る
経
営
者
に
は
、
軍
師
の
よ
う
な
立
場
の
優
秀
な
参
謀
、

補
佐
役
が
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
私
が
軍
師
関
係
の
本
を
読
ん
で
、
目
か
ら
鱗
だ
っ
た
の
が
、『
軍
師
・
参
謀
』（
小
和
田
哲

男
著
、
中
央
公
論
新
社
）
で
あ
る
。
副
題
は
「
戦
国
時
代
の
演
出
者
た
ち
」
で
、
三
十
年
以
上
前
に
読
ん

だ
の
だ
が
、
そ
れ
以
前
に
思
っ
て
い
た
軍
師
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
新
さ
れ
た
。「
軍
配
者
」
と
い
う
言
葉
や

「
軍
師
」
と
い
う
言
葉
が
戦
国
時
代
に
は
存
在
せ
ず
、
江
戸
時
代
の
軍
記
物
か
ら
生
じ
た
こ
と
な
ど
様
々

な
こ
と
を
知
っ
た
。

新
書
な
が
ら
、
軍
師
に
関
す
る
大
変
優
れ
た
研
究
書
で
あ
り
、
以
来
、
私
の
座
右
の
書
の
一
つ
に
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
本
書
の
根
底
を
な
す
主
要
参
考
文
献
で
も
あ
る
。
出
家
し
た
僧
侶
が
な
ぜ
活
躍
で
き
た
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か
、
い
わ
ゆ
る
「
無
縁
の
原
理
」
と
い
う
言
葉
も
こ
の
本
で
学
ん
だ
。

以
来
、
折
に
触
れ
、
軍
師
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
た
び
に
研
究
し
て
い
っ
た
。

軍
師
に
は
様
々
な
タ
イ
プ
が
あ
る
こ
と
も
こ
の
本
か
ら
教
え
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
陰
陽
道
や
修
験
道

の
影
響
を
受
け
て
占
術
や
呪
術
を
メ
イ
ン
と
す
る
い
わ
ゆ
る
軍
配
者
タ
イ
プ
、
参
謀
タ
イ
プ
、
補
佐
役
タ

イ
プ
、
内
政
官
僚
タ
イ
プ
、
外
交
官
タ
イ
プ
、
そ
れ
ら
の
複
合
タ
イ
プ
な
ど
様
々
で
あ
る
。

「
外
交
感
覚
の
な
い
国
は
滅
び
る
」

こ
の
言
葉
を
よ
く
口
に
し
た
の
は
、
吉
田
茂
元
首
相
で
あ
る
。
戦
後
の
歴
代
首
相
の
中
で
、
際
立
っ
た

個
性
と
存
在
感
を
放
っ
て
い
る
卓
越
し
た
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。
ま
た
、
吉
田
茂
元
首
相
は
「
外
交
は
命
懸

け
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
忘
る
る
な
か
れ
」
と
も
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
本
書
に
登
場
す
る
太

原
雪
斎
や
真
田
幸
村
父
子
、
片
倉
景
綱
な
ど
を
見
て
も
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。

危
機
や
緊
急
事
態
な
ど
問
題
が
大
き
く
、
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
教
科
書
の
よ
う
な
正
解
は
な
い
も
の
だ
。

し
か
し
、
軍
師
は
そ
の
状
況
の
中
で
、
国
や
軍
の
戦
略
や
方
向
性
の
決
定
を
補
佐
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

長
期
的
展
望
、
い
わ
ば
国
家
百
年
の
計
に
立
ち
、
国
や
人
民
や
部
下
を
守
る
と
同
時
に
、
正
し
い
方
向

に
導
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
考
え
ら
れ
う
る
、
よ
り
正
し
い
方
向
性
の
答
え
を
見
い
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は じ め に

出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

そ
の
た
め
の
選
択
肢
は
、
最
後
は
二
者
択
一
だ
。
大
半
の
場
合
、
一
方
の
道
は
信
念
の
道
で
あ
り
、
も

う
一
方
の
道
は
消
極
的
な
逃
げ
の
道
で
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
情
報
を
収
集
し
、
状
況
を
読
ん
だ
上
で
の
、
信
念
の
道
か
ど
う
か
が
判
断
基
準
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
そ
の
差
は
、
心
構
え
の
差
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
本
書
で
も

各
軍
師
の
心
構
え
を
感
じ
て
頂
け
れ
ば
と
思
う
。

本
書
は
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
経
営
者
、
歴
史
研
究
家
と
し
て
私
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
軍
師
の
知

略
を
で
き
る
限
り
現
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
人
生
の
戦
略
の
ヒ
ン
ト
に
活
か
せ
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。
各
エ
ピ

ソ
ー
ド
の
最
後
に
は
、『
孫
子
』
や
『
論
語
』
な
ど
古
典
か
ら
の
名
言
や
、
軍
師
の
名
言
、
現
代
で
活
躍

す
る
人
の
名
言
な
ど
を
掲
載
し
た
。
時
空
を
超
え
る
考
え
方
の
共
通
点
を
感
じ
取
り
、
日
々
の
生
活
に
活

か
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。

本
書
の
十
三
人
の
優
れ
た
軍
師
か
ら
、
読
者
の
皆
様
が
ビ
ジ
ネ
ス
や
人
生
の
戦
略
や
生
き
方
に
つ
い
て

少
し
で
も
ヒ
ン
ト
に
し
て
頂
け
る
な
ら
、
著
者
と
し
て
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

令
和
八
年
三
月�

皆
木
和
義
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１
５
５
３
年

【
政
治
】
太
原
雪
斎

今
川
家
の
分
国
法
「
今
川
仮
名
目
録
追
加
」
の
制
作
に
寄
与
。
法
に

よ
る
領
国
統
治
の
先
駆
け
と
な
る
。

１
５
５
４
年

【
外
交
】
太
原
雪
斎

善
徳
寺
の
会
盟
。
今
川
・
武
田
・
北
条
の
「
駿
甲
相
三
国
同
盟
」
を

成
立
さ
せ
、
東
国
の
勢
力
図
を
固
定
。

１
５
５
５
年

【
合
戦
】
小
早
川
隆
景

厳
島
の
戦
い
。
村
上
水
軍
へ
の
粘
り
強
い
交
渉
と
偽
情
報
の
流
布
に

よ
り
、
圧
倒
的
少
数
で
陶
晴
賢
を
撃
破
。

１
５
６
１
年

【
合
戦
】
山
本
勘
助

第
四
次
川
中
島
の
戦
い
。
伝
説
の
キ
ツ
ツ
キ
戦
法
を
立
案
。
武
田
信

玄
の
軍
学
「
甲
州
流
」
の
礎
を
築
く
。

１
５
６
４
年

【
軍
事
】
竹
中
半
兵
衛

稲
葉
山
城
奪
取
。
わ
ず
か
数
名
で
斎
藤
龍
興
の
居
城
を
占
拠
し
、
天

下
に
そ
の
智
を
知
ら
し
め
る
。

１
５
７
０
年

【
外
交
】
鍋
島
直
茂

今
山
合
戦
。
大
友
軍
の
大
軍
に
対
し
、
夜
襲
に
よ
る
一
点
突
破
を
献

策
し
勝
利
。
龍
造
寺
家
の
九
州
制
覇
を
支
え
る
。

軍
師
の
戦
略
年
表

１　

群
雄
割
拠
の
時
代
：
知
略
の
夜
明
け
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１
５
７
８
年

【
交
渉
】
黒
田
官
兵
衛

荒
木
村
重
の
説
得
に
赴
く
も
幽
閉
。
こ
の
死
線
を
越
え
た
経
験
が
、

後
に
秀
吉
の
天
下
を
確
信
さ
せ
る
洞
察
力
を
養
う
。

１
５
８
２
年

【
戦
略
】�

黒
田
官
兵
衛
・

豊
臣
秀
長

本
能
寺
の
変
。
中
国
大
返
し
の
兵
站
（
食
料
・
馬
の
確
保
）
を
秀
長
が
、

進
軍
の
策
を
官
兵
衛
が
担
う
最
強
の
分
業
。

１
５
８
０
年
代

【
政
治
】
豊
臣
秀
長

大
和
・
紀
伊
・
和
泉
を
統
治
。
寺
社
や
大
大
名
と
の
調
整
を
一
手
に

引
き
受
け
、
秀
吉
の
暴
走
を
抑
え
る
ブ
レ
ー
キ
役
を
果
た
す
。

１
５
８
４
年

【
外
交
】
本
多
正
信

小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
。
家
康
の
懐
刀
と
し
て
、
秀
吉
と
の
和
睦
を

有
利
に
導
く
。

１
５
８
７
年

【
内
政
】
石
田
三
成

九
州
平
定
後
の
博
多
復
興
（
太
閤
町
割
り
）
を
指
揮
。
戦
災
復
興
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
の
才
能
を
発
揮
。

１
５
９
０
年

【
交
渉
】
片
倉
景
綱

小
田
原
征
伐
に
際
し
て
は
伊
達
政
宗
に
豊
臣
秀
吉
方
へ
参
陣
す
る
よ

う
決
意
さ
せ
、
伊
達
家
の
滅
亡
を
回
避
。

１
５
９
２
年

【
合
戦
】
小
早
川
隆
景

文
禄
の
役
。
碧
蹄
館
の
戦
い
で
明
軍
を
撃
退
。
戦
場
で
の
冷
静
な
状

況
判
断
で
日
本
の
孤
立
を
防
ぐ
。

２　

織
豊
時
代
：
天
下
統
一
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
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３　

関
ヶ
原
か
ら
江
戸
へ
：
秩
序
の
再
構
築

１
６
０
０
年

【
外
交
】
直
江
兼
続

「
直
江
状
」に
よ
り
徳
川
家
康
を
挑
発
。上
杉
家
の
誇
り
を
守
る
と
同
時
に
、

西
軍
挙
兵
の
き
っ
か
け
を
作
る
政
治
的
火
種
を
投
下
。

１
６
０
０
年

【
戦
略
】
本
多
正
信

関
ヶ
原
の
戦
い
。
全
国
の
大
名
に
家
康
へ
の
忠
誠
を
促
す
書
状
を
送
る
。

戦
う
前
に
勝
負
を
決
め
る
調
略
の
完
成
。

１
６
０
０
年

【
政
治
】
石
田
三
成

関
ヶ
原
で
敗
れ
る
も
、
彼
が
整
備
し
た
検
地
や
石
高
制
は
、
後
の
江
戸
幕

府
の
徴
税
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
と
し
て
引
き
継
が
れ
る
。

１
６
０
１
年

【
内
政
】
直
江
兼
続

�

米
沢
転
封
後
、
治
水
・
新
田
開
発
・
産
業
振
興
に
注
力
。「
民
を
富
ま
せ
る
」

軍
師
の
理
想
を
形
に
す
る
。

１
６
０
８
年

【
政
治
】
藤
堂
高
虎

伊
勢
津
藩
に
入
封
。
自
ら
設
計
し
た
城
下
町
と
、
徳
川
へ
の
絶
対
的
な
忠

誠
心
を
示
す
政
治
姿
勢
で
、
外
様
大
名
の
生
き
残
り
モ
デ
ル
を
提
示
。

１
６
１
４
年

【
軍
事
】
真
田
幸
村

大
坂
冬
の
陣
。
防
御
拠
点
「
真
田
丸
」
を
構
築
。
兵
数
差
を
地
形
と
心
理

戦
で
補
う
、
戦
国
軍
略
の
集
大
成
。

１
６
１
５
年

【
合
戦
】
真
田
幸
村

�
大
坂
夏
の
陣
。
茶
臼
山
に
陣
を
張
り
、
家
康
本
陣
へ
三
度
の
突
撃
。
軍
師

と
し
て
の
意
地
を
武
で
示
す
。

１
６
１
6
年

【
政
治
】
本
多
正
信

家
康
の
死
後
、
二
代
将
軍
・
秀
忠
に
「
権
力
に
溺
れ
ぬ
統
治
」
を
遺
言
。

江
戸
幕
府
３
０
０
年
の
平
和
を
維
持
す
る
た
め
の
法
と
倫
理
を
確
立
。
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が
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り
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が
目
立
つ
必
要
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い
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